
Answers: Lines A-5, B-2, and B-6 are incorrect. Lines A-8, B-4, C-2, C-4, D-3, and D-4 are only partly correct. Line C-5 may be correct or only partly 
correct. Mary Magdalene is presented in a positive light, but her past demon possession is also mentioned. 
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A (      )  四つの福音書の中には、女性たちがよく出てくる。
A-1 (      )  ルカの最初の２章に、マリヤの事が多く出てくる。
A-2 (      )  ルカの福音書には、他の福音書よりも女性たちが多く出てくる。
A-3 (      )  マルタとマリヤは、ルカ10:38-42とヨハネ11:20-33に登場している。
A-4 (      )  イエス様は、多くの女性たちを癒された。 (マルコ7:24-30, ルカ4:38-39, 8:2-3, 41-56).
A-5 (      )  バプテスマのヨハネの死に関して、ヘロデヤの事がルカ9:7-9に言及されている。 
A-6 (      )  ヤイロの娘と長血の女の話は、良く知られている。 (ルカ 8:41-56). 
A-7 (      )  イエス様と女性との一番長い話は、ヨハネ４章のサマリヤの女とである。
A-8 (      )  主のたとえ話の中で、女性が良く登場する。(マタイ 13:33, 25:1-13, ルカ 15:8-10, 18:1-8).

B (      )  福音書の中で、女性たちはしばしば良い取り扱いを受けていない。
B-1 (      )  ヨハネ8:1-11で、パリサイ人はその女をひどく取り扱った。
B-2 (      )  長血の女は、公けの場で辱められた。(マルコ5:25-34）
B-3 (      )  弟子たちは、イエス様に油を注いだ女を皆の前で非難した。(マルコ14:3-9)
B-4 (      )  イエス様はマタイ15:21-28で、可哀想な異邦人の女に対して優しくなかった。
B-5 (      )  弟子たちは、墓に行った女たちの証言を信じようとしなかった。(マルコ16:11)
B-6 (      )  マタイ14:21と15:38で女性と子どもたちの数が数えられなかったのは、不公平だ。
B-7 (      )  イエス様と違って、弟子たちはサマリヤの女とは話すつもりはなかった。(ヨハネ4:27）
B-8 (      )  離婚についてのパリサイ人の質問は、女性蔑視を現わしている。(マタイ19:3-10) 

C (      )  福音書に出てくる女性たちのほとんどは、良い印象で書かれている。
C-1 (      )  様々な女性の信仰がはっきり見られる。
C-2 (      )  ルカ11:27-28の女性は、イエス様を信じた。
C-3 (      )  マルタはおそらく料理の上手な女性だった。（ルカ10:38-42） 
C-4 (      )  マリヤは、ルカ2:48とヨハネ2:3で、イエス様に対して正しく話した。
C-5 (      )  マグダラのマリヤは、いつも良く書かれている。（マルコ16:1-11）
C-6 (      )  福音書の中には多くの悪い男性が登場するが、悪い女性は少ない。

D (      )  福音書の女性たちについて学び、そこから適用する事は大事である。
D-1 (      )  女性たちの信仰は強調されるべきである。
D-2 (      )  女性たちの愛の働きは強調されるべきである。
D-3 (      )  イエス様の、離婚についての教えは強調されるべきである。（マタイ19:3-12）
D-4 (      )  やり過ぎの危険性が（ルカ10:38-42）強調されるべきである。
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下の文を読み、正しいと思うものには(○)  正しくないものには(X)、部分
的に正しいと思うものには(△)をつけて下さい。


